
展示構成は、入口から、会社紹介、環境や

研究開発関連の情報コーナー、最後に新製

品コーナーへと進む。

環境関連の展示では、木を育てる取り組

みから、環境に配慮した製品の誕生まで、順

を追い、資源循環型産業である当社の企業

活動を紹介した。当社は、京都議定書で国

が定めた地球温暖化ガス排出量の削減目標

よりさらに高い自社目標を掲げているが、その

具体的な方策をパネルや模型で紹介した。

特に注目が集まったのは、最新工場プラ

ント「クラフトパルプ製造工程排水のメタン発

酵」の模型だ。クラフトパルプ製造工程の排
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木の苗から展示した
環境関連コーナー

低濃度の有機成分を燃料化
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「2004世界紙様®」

今回の展示会の企画は、日本製紙が日ご

ろどんなことに力を注いでいるのか、ユーザー

の方々や一般の方々に知っていただきたいと

いうことが出発点でした。紙という素材は、出

版物、梱包材料、文房具など、社会のあらゆ

るところで使われていますが、それをつくる製

紙メーカーのひとつである「日本製紙」につい

ても、これまでより一歩踏み込んで知っていた

だきたいと思いました。今回の展示会では、当

社の企業活動や、環境への取り組みについ

て、みなさまの多くの「？」を「！」に変えるもの

にしたいと考えました。そのため、開催期間を

日曜日からとし、会場も一般の方々が入場し

やすい場所に設営しました。説明要員として、

当社の環境・研究開発部門のエキスパートの

参加もあり、多くの質問やご意見をいただくこ

とができました。引き続き、日本製紙の製品

ともども、「日本製紙」を知っていただけるよう

努力してまいります。会場にいらしてくださった

方 に々お礼を申し上げますとともに、「よ～し！」

読者のみなさまには、誌上で展示会の一端を

ご覧いただければ幸いです。

「2004世界紙様®」事務局

ご挨拶
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開放感のある吹き抜けの
ロビーが会場。通りすが
りに会場内の様子が見え
る。また、入口に受付を設
けず、一般の方が入りや
すい雰囲気を心がけた。

去る１月25（日）～27（火）日、東京国際フォ
ーラムガラス棟にて、日本製紙の新製品展
示会「2004世界紙様®」を開催した。今回は、
製品とともに、当社の「環境と共生する」経営
姿勢を紹介するコーナーを設け、環境に配慮
した製品が生まれるまでを紹介した。



水には、低濃度の有機成分が含まれ、それ

らをさまざまな手法で無害化し排出している。

経済産業省の補助を受け開発中のこの

新設備は、従来捨てるだけだった低濃度の

有機成分をメタン発酵により燃料化、有効活

用するもの。来年度から実用化に向けた実

証試験を当社の勇払工場で行う予定だ。

しなやかな風合い、軽さ、温かみのある面

感、そしてコストメリット。さまざまな利点があ

る嵩高製品は、実は環境面でも優等生。嵩

高紙は、製造工程で、原材料（パルプ）や、

エネルギーの使用量を抑え、製品となった後

も、物流の効率化が可能となる。さらに、嵩

高紙は、原料に低叩解のパルプ（繊維が長

く、繊維同士を絡みつきが少ない）を使うた

め、リサイクルに適している。

製品展示コーナーでは、その嵩高の技術を

活かした新製品と、開発中の製品を中心に白

紙光沢度の低い順から32銘柄展示した。束

見本や、印刷物を豊富に用意し、多くの方に

見て触って確かめていただいた。その中で特

筆すべき製品を誌上でご紹介したい。

まずは、ふたつのA2ダルコートだ。ともに

光沢度は48％だが、生い立ちは異なる。グ

ロス領域からダル方向にチューニングしたの

が「PRO!GRACE SILK」だ。シルキーな白

紙面感を実現し、同時に、従来の常識を超え

た高い印刷再現性を確保。白紙部分の誌面

を豊かに表現する企画に冴えを見せる。

一方、マット領域からダル方向にチューニ

ングしたのが「U-ltimax SILK」。マットの風

合いを保ちながら細かな印刷再現性を持ち、

より立体的な印刷表現が可能となった。あ

りそうでなかった白紙光沢度50％前後の領

域をふたつのテイストの異なる製品がしっか

りカバー。これらの製品により、さらに表現豊

かな誌面づくりを提案できる。

当社は、本文用紙において

広い領域でレベルアップを図

ってきた。現在、それらの本文

用紙にまさに見合う表紙用途

の紙を開発中。「嵩高エスプリ

コートＣ」（仮）は、当社が先行

する嵩高技術を活かし、従来

品に比べ10%程度の軽量化。

さらにキャストコートの製法上

難しいとされてきた、反キャス

ト面のグロスのアップも特徴。雑誌の表紙

裏は、広告ページになることが多く、品質向

上を望む声が多かったが、その期待にこた

える新製品だ。

会場最後の展示は、世界一伸びる紙「ウ

ェイビーウェイビー」（容器・POP等用途）。プ

ラスチックに代わる低環境負荷の素材として

注目を集めた。

洋紙営業本部転入出者

特需・特殊紙営業部
課長
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旧・小松島工場事務課
課長代理

約８年半、２カ所の工場を巡
り、久しぶりの営業です。が
んばりますのでよろしくお願
い致します。
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1月18日、最終日までもつれ込んだ優勝

争いを制し、クレインズは初代アジアリー

グの王者に輝いた。1949年に創部以来、

はじめて獲得したビックタイトルだ。これは

ベテランと若手がまとまり、チームが一丸

となり、勝ち取った優勝。次の目標は、全

日本選手権、日本リーグの優勝で、史上初

の三冠を狙う。さらなる応援をよろしくお

願いします。
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束見本とともに、実物の出版物を並べ、軽さや印刷上がりのよさを実感してもらうコーナー。
業界の方はもちろん、一般の方にも興味を持っていただけたようだ。

樹木バイオテクノロ
ジーを紹介するコー
ナーでは、実物の苗
を展示。研究開発
本部の応援を得て、
説明にあたった。

Tree Farmの様子を実物展示でわ
かりやすく説明。

「クラフトパルプ製造工程排水のメタン発酵」のプラント模型。

ゾーニングマップ

原料・エネルギーを
節約できる嵩高製品

「PRO!GRACE SILK」と
「U-ltimax SILK」に注目

キャストコートでも嵩高を実現
「嵩高エスプリコートＣ」（仮）


